
JP 2014-120863 A5 2015.3.5

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成27年3月5日(2015.3.5)
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【公開日】平成26年6月30日(2014.6.30)
【年通号数】公開・登録公報2014-034
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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月19日(2015.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　ここで、ＧＰＳ信号は、航法メッセージ等の送信データを拡散符号によりスペクトラム
拡散し、得られたスペクトラム拡散信号に搬送波を乗算し、ＢＰＳＫ（Binary Phase Shi
ft Keying）変調した信号である。また、スペクトラム拡散に用いる拡散符号には、１０
２３チップのＣ／Ａコードと呼ばれる擬似ランダム雑音符号（ＰＮコード）が用いられ、
ＧＰＳ衛星毎に異なるＣ／Ａコードが割り当てられている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　逆に、ドップラシフトによりＧＰＳ信号の見かけの周波数が低くなると、ＧＰＳ信号に
含まれるメッセージの見かけの時間が長くなる。一方、Ａ／Ｄコンバータ１２５のサンプ
リング周波数Ｆｓｍｐは一定なので、メッセージに割り当てられるビット数が増加し、メ
ッセージ長が長くなる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　ステップＳ８において、周波数シフト量設定部２３２は、周波数シフト量Ｆｓｆｔを更
新する。具体的には、周波数シフト量設定部２３２は、中間周波数Ｆｉｆ及び初期ドップ
ラシフト量Ｆｄｓ０を周波数変換部２１１の加算部２６２に供給し、ドップラシフト変動
量ΔＦｄｓを周波数変換部２１１の積分器２６１に供給する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１３４】
　ピーク検出部２２２は、相関値が所定の閾値以上となるピークを検出した場合、そのと
きのＣ／Ａコードの種類及び位相を検出する。また、ピーク検出部２２２は、検出したＣ
／Ａコードの種類から同期捕捉したＧＰＳ信号の送信元のＧＰＳ衛星を検出する。そして
、ピーク検出部２２２は、検出したＣ／Ａコードの位相、及び、検出したＧＰＳ衛星を示
す装置識別情報を、同期保持部１４２及びＭＰＵ１４３に供給する。
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